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1　は　じ　め　に

梅雨期における小麦一人豆作物切脚寺の作例・作業競合

対策技術として，前作の麦わら処理及び耕起等，作業工程

の省略化を前鎚とした大豆の小麦11宅間散描・排わら被覆

栽培法について試験を実施している。

第1報では，この栽培法における甫冊件と適播樺密度を

明らかにしたが，ここでは，その施肥法について試験を実‾

施した。

この栽培法では，人豆挿rは小麦lt毛間にホ耕起で散描

され，また，生育中の巾耕培上が省かれる。このため，基

肥は大豆播挿後に被覆排わらの上に全面施用され，1二と混

和されない。これらの条件下で，基肥施用時期，基肥等素

施用吊及び等糸追肥と大山の／1滴収とltの関係について検討

したので，その結果について報告する。

蓑1試験区の構成（基肥施用時期．窒素施用塁，追肥）

2　試　験　方　法

（日　試験年次：1989咋

（2）試験実施場所及び圃場条件：秋山農試圃場（沖積旭

壌土），転換初年畑2作め（水稲一小麦一一一人d）

（3）前作小麦の栽培様式：水稲刈取後浅耕播き栽培（転

換初年畑，前作稲わら70kg／／aすき込み）。品阻　ナンブ

コムギ。

（4）供試品挿．播梓期：ライデン，7日H H

t引　大豆の旛挿方法：′ト麦立毛間散捕・排わら披覆

小麦収穫直前の立毛間（ホ耕起）に人はを散描し，′ト麦

収穫時のコンバインで紬断される麦わらを損lJtわりに披

乱播挿密度，42粒／ポ。排わら被覆h－！，40kg／a相当Ftも）

帽）試験【采の構成

瑚巴施用時期及び捌巴窒素施用舅と人‾豆のノト育収量につ

試 験 区

番 号

基　　　　　　　　 肥 追 肥 （8 ／4 ）

開 花 始 期 前

N 施 用

総 量
備　　　　　 考

播 種 直 後 （7′5 ） 初 生 奏 展 開 時 （7′17 ）

1 0 ．3

0 ．3

0 ．3

0 ．3 P 2 0 5 ， K 2 0 は 各 0 ．9 k g ／a を 全

2 －
0 ．3 量 基 肥

3 －
0 ．5 0 ．5

4 0 ．3 ー
0 ．6

5 0 ．3 －
0 ．5 0 ．8

往 ． 1 ） 基 肥 は 大 豆 化 成 2 号 ， N 追 肥 は 硫 安 を 用 い て ， 各 全 面 表 面 捌 巴。

2）前々作水稲の稲わら（70kg／a）は前作小麦浅耕播種時にすき込み。

いて，劉巴痛棒直後施用区と初年葉展開鴫施用区一及び基

肥奪糸舅0．3，0．5kg／aの各区を設定して比較検討した。

また，零粟追肥（開花始期前）区を設け．その効果を検討

した。試験区の構成は表1のとおり。1区15．5nj∴3区制

で実施した。

3　試験結果及び考察

川　出芽，荊立ちの状況

山芽，前立ちの状況について凋査した結果を表2に示

した。

移し，各試験区間で出芽・前、L率に差はみられなかった0

人豆の基肥条溝施用では，その施用逼により．塩類潰度

による発芽障告や根の／巨市抑制等が聞題となるが，この試

験では，いずれの別巴施用時期及び施肥量区でも肥料濃度

の影矧こよる出芽障告等はみられなかった。

（2）／ト育及び収Ilモ

／lミ育及び収目について調査した結果を麦2，3．4に示

した。

l）基肥施用時期

初期／ト丙は，播樗直後施用区が初′ト柴矧卿寺施用区に比

播挿前後に適度の降雨があり，山背・苗立ちは良好に推　べ葉色濃く、′巨再が優った。成熟期の形態も撒秤直後施門
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表2　出芽．苗立ち及び生育

試 験 区
番 号

出　 芽 （月．日 ） ＊苗 立数 （本 ／d ） 開　 花 （且 日 ） 成 熟 期
（月．日 ）

萎　 化 倒 伏

（9′15 ）始 期 揃　 い 平　 均 S ．D 姶 期

1 7．1 1 7．13 7．16 3 5．9 6．0 8．9 8．13 10．2 6 無 2．0
2 1 1 13 16 3 8．7 9．2 9 1 3 2 6 無 2．3
3 1 1 13 16 3 9．7 5．0 9 1 3 2 6 少 3．0
4 1 1 13 1 6 4 1．8 8．2 9 1 3 2 6 中 3．0
5 1 1 13 1 6 3 7．1 6．2 9 1 3 2 6 中 3．0

注 ． ＊ ：0．2 5 Ⅱ書の 8 地 点 に つ い て測 定 の平 均値

表3　成熟期の形態・収量構成要素

試 験 区 主 茎 長 主 茎 節 教 一 次 分 枝 数 茎 の 太 さ 稔 実 英 数 不 稔 葵 数 一 美 拉 致 百 拉 垂

番　 号 （cm ） （節 ） （本 ） （m ） （個 ′ d ） （個 ／d ） （拉 ） （g ）

1 5 7 1 2 ．7 2 ．4 6 ．1 5 7 9 4 2 2 ．2 7 2 4 ．4

2 6 1 12 ．5 2 ．4 4 ．9 5 7 0 2 4 2 ．2 6 2 3 ．8

3 5 6 12 ．3 2 ．9 5 ．3 6 2 3 6 7 2 ．2 1 2 3 ．8

4 6 4 12 ．8 2 ．3 5 ．6 6 0 5 4 0 2 ．2 2 2 4 ．6

5 6 1 12 ．9 3 ．0 6 ．4 6 14 7 0 2 ．12 2 4 ．5

L S D　 5 ％ 4 0 ．3 0 ．4 0 ．8 N S 24 0 ．1 1 0 ．5

表4　収　量

試験 区 全　 重 子実 電 同左 比 屑 拉 電 子 実 車率
番　 号 （短 ／a ） （短 ね ） （％） （g ／a ） （％）

1 60．9 3 2．0 10 0 4 5 6 5 3．4

2 5 8．4 3 0．6 9 5 38 5 5 3．1

3 6 0．8 3 2．7 10 2 2 9 1 5 4．2

4 6 3．3 3 2．9 10 3 4 18 5 2．7

5 6 2．2 3 1．9 10 0 3 14 5 1．9

L S D 5％ 2．4 1．3 － N S N S

区はト茎節数が多く，茎も人い。一戸実重（kg／a）は播種

直後施用区が5％増収しており，増収要休日ま，稔実英数及

びl英柁数には差がみられない．が，H粕重が俊っている。

旛種市後施用区は，施肥後6～101日こかけて33mmの降雨

があり．‾L壌水分は過泌こ経過したのに対し．初年糞展開

時施用区は，施肥後20日間無降雨で＿1二域が乾燥ぎみに経過

し，肥効が遅れたものと考えられる。

以仁の結果より．この栽培法における基肥施用は被覆排

わら卜からの全面施肥となるので∴播種直後の早期施用に

より肥効を促進し．初期／ト背を確保することが必要と考え

られる。

2）耗肥零素施用t止

初／暮i葉展脚寺0，5kg／a区のr実重（kg／a）は，同0，3kg／

a区に比べ7％増収している。0．5kg／a区は明らかに1次

分枝数が多く，増収安休日ま稔実英数／ポの増加によるもの

とみられ，ト茎節数，1葵粕数及び百粒重には差がみられ
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ない。

基肥窒素0．5kg／a施用では「少」程度の蔓化がみられ．

子実の肥大につれて倒伏が増加したが，地卜都電披大期こ

ろからの緩やかな倒伏なので，減収の影響はみられなかった。

3）窒素追肥（開花始期前）

開花始期5口前の零素追肥（0．3，0．5kg／a）によって令

重（kg／a）が増え．1次分枝数も増加の傾ドー】であるが．

1三茎長が伸び蔓化・倒伏が増加した。特に0．5kg／a追肥区

は壁化・倒伏の影響でl英和数が少なく，ホ稔英数も増加

しているが．稔実英数，百粒重の各収＿最構成要素．及び一戸

実重（kg／a）とも追肥，無追肥区間で什意差は撫く，追

肥による増収効果はみられない。

4　ま　　と　　め

大豆の′ト麦Irも間散播・排わら披覆栽培の施肥法につい

て．転換初年畑における水稲後浅排播き′ト麦後作の開場条

件で検討し，次の結果を得た。

（1）捌巴施用時期は，描樺直後施用区が初小三葉展開時施

用区に比べ，／ト育収量とも燈った。

（2）基肥窒素の施用刷ま，0，5kg／a区が0．3kg／a区に比

べ増収した。0．5kg／a施用によって塵化・倒伏が増加した

が，減収の影響はみられなかった。

（3）開花始期前の軍兵追肥（0．3，0．5kg／～l）は感化・倒

伏を助長し，増収効果はみられなかった。


